
待
望
の
″
南
国
宮
崎
博
大
博

覧
会
″
は
予
定
通
り
十
五
日
か

ら
全
国
に
誇
る
博
覧
会
と
し
で

豪
華
な
幕
を
開
け
た
。
全
館
目

待
望
の
″
宮
崎
博
″
い
よ
い
よ
好
評

秋
陽
に
映
る
え
會
場

も

さ
め
る
よ
う
な
美
の
か
ぎ
り

を
つ
く
し

た
多
彩

な

ヂ

オ

ラ

マ
、
パ
ノ
ラ
マ
、
商
工
業
者
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
農
家
も
、

婦
人
も
、
学
生
も
子
供
も
、
た

め
に
な
る
″
宮
崎
博
″
は
秋
晴

れ
の
好
天
も
続
い
て
空
前
の
盛

況
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

日
本
民
族
発
祥
の
輝

か
し
い

歴
史
と
神
話
に
育
ま
れ
た
日
向

の
古
い
伝
統
、
現
代
の
南
国
的

風

土
、
産
業

、
観
光
、
文
化
の

特
色
あ
る
姿
、
又
新
し
い
科
学

の
粋
を
集
め
た
近
代
的
産
業
文

化
へ
の
希
望
に
向
つ
て
た
く
ま

し
く
歩
み
を
進
め
る
宮
崎
県
の

は
つ
ら
つ
た
る
姿
を
大
パ
ノ
ラ

マ
、
ヂ
オ
ラ
マ
、
実
物
、
模

型

、

写

真
等
で
展
示

し
て

あ

る
。県
内
優
良
物
産
の
紹
介
即
売

も
行
つ
て
い
る
。

伸
び
ゆ
く
宮
崎
館

各
館
の
な
い
よ
う

婦
人
と
子
供
に
関
し
健
全
な

る
家

庭
生

活
及

び
社
会
生
活
を

望
む
た
め
に
必
要
な
資
料
即
ち

婦
人
と
子
供
館

官
崎
県
の
綜
合

的

農

家

経

営
、
林
産
業
、
水
産
業
の
実

態

、
本
県

特
産
物
の
現
況
（
生

産
よ
り
販
売
に
至
る
ま
で
の
過

程
）
防
災
対
策
、
病
虫
害
防
除

対

策
を
実
物

、
パ
ノ
ラ

マ
、
模

型
、
図
表
等
で
展
示
し
て
あ

る
。農
林
水
産
物
及
び
関
係
業
者

の
出
品
物
を
亀
展
示
し
て
あ

る
。

農

林

水

産

館

本
県
の
綜
合
開
発
の
計
画
並

び
に
開
発
状
況
、
大
パ
ノ
ラ
マ
、

、
電
源
開
発
中
の
建
設
ダ
ム
の

電
氣
と
綜
合
開
発
館

全
国
著
名
観
光
地

が
パ
ノ
ラ

マ
、
ヂ

オ
ラ
マ
、
模
型

、
写
真

等
で
展
示
し
て
あ
る
。

觀
　
　

光
　
　

館

木
県
の
貿
易

港
、
貿
易
状

況
、

輸
出
品
、
そ
の
包
装
資
材
、
海

外
市
場
等
に
関
す
る
資
料
、
模

型

、
実
物
、
写

真
等
が
展
示
し

て
あ

る
。

貿
　
　
易
　
　
館

婦
人
の
健
康
、
婦
人

の
生
活
の

合
理
化
、
服
装
、
食
事
、
住
居
、

教
養
、
美
容
、
育
児
に
関
す
る

資
料
、
模
型
、
実
物
等
が
展
示

し
て
あ
る
。

全
国
各
地
の
優
良
農
機
具
を

多
種
多
様
に
展
示
し
、
そ
の
実

演
即
売
を
行
つ
て
い
る
。

農
　
機
　
具
　
館

全
国
各
都
道
府
県
市
の
特
色

あ
る
優
良
生
産
品
を
展
示
し
宣

伝
紹
介
に
つ
と
め
る
と
共
に
即

売
を
行
つ
て
い
る
。

全

国

物

産

館

全
国
大
企
業
の
生
産
に
か
か

わ
る
繊
維
、
機
会
、
機
器
、
化

学
品
、
食
糧
品
等
を
展
示
し
又

そ
れ
ら
の
生
産
工
程
等
の
実
演

を
行
つ
て
い
る

近
代
生
産
館

模
型

を
展
示
、
電
気
を
利
用
す

る
科
学
機
械
の
実
演
を
行
い
又

優
良
電
気
機
器
が
展
示
し
て
あ

る
。

本
博
覧
会
の
各
館
を
始
め
諸

施
設
は
南
国
博
と
し
て
又
宮
崎

博
と
し
て
の
特
異
性
を
充
分
発

揮
す
る
た
め
周
到
な
計
画
の
下

に
施
工
し
て
あ
る
。
即
ち
日
本

民
俗
発
祥
地
と
し
て
の
日
向
宮

崎
輝
の
か
し
い
上
代
文
化
を
誇

示
し
、
宮
崎
を
中
心
と
し
た
近

代
日
本
の
姿
と
世
界
と
の
関
係

を
展
示
す
る
。
骨
子
は
過
去
及

び
現
代
の
努
力
に
よ
つ
て
培
わ

れ
た
南
国
宮
崎
の
未
来
の
希
望

宮
崎
博
の
ね
ら
い

子
国
の
娯
楽
機
関
と
し
て
、

子
供
の
汽
車

、
飛
行
塔

、
ワ

ー

ダ
ー
ホ
イ
ル
、
ロ
マ
ン
ス
ウ
エ

ー
バ
、
ビ
ッ
ク
リ
ハ
ウ
ス
、
ス

ベ
リ
台
等

が
施
設

し
て
あ
る
。

子
　
供
　
の
　
国

本
県
を
始

め
令
国

各
地
の
民

族
舞
踊

、
一
流
芸
能
人
の
人
気

芸
人
を
集

め
公

開
し
て
い
る
。

野

外

演

芸

場

全
国
各
地
の
名
産
品

、
特
産

品
又
本
県
の
物
産
、
土
産
品
の

即
売
を
行
つ
て
い
る
。

即
　
　

賣
　
　

館

郵
政

館
。
電
信
電
話
館
、
専

売

館
、
国
鉄
館

、
自
動
車
館

、

新
聞
館
、
大
阪
館
、
九
州
館
全

国
製
材
木
、
工
機
械
館
、
ナ
シ

ヨ
ナ
ル
館
、
国
産
館
。

特
　
　

設
　
　

館

ひ
え
つ

き
節
で
有
名
な
鶴
富

姫
の
居
住
し
て

い
た
か
や
ぶ
き

の
住
家
に
模
し
て

建
築

し
、
こ

こ
を
日
向
民
族
を
紹
介
し
て
い

る
。

鶴
　
富
　
屋
　
敷

日
本
唯
一
の
本
県
上
椎
葉
ア

ー
チ
式
ダ
ム
の
大
模
型
で
あ

る
。
電
　
源
　
ダ
　
ム

を
展
観
す
る
。

こ
れ
は
次
の
三
つ
の
部
を
基

本
と
し
て
構
成
す
る
。

①
現
在
―
―
現
在
の
産
業
と

観
光
を
中
心
と
す
る
展
観
。

②
過
去
―
―
古
く
か
ら
あ
る

も
の
を
系
統
的
に
展
観
す

る
。
③
未
來
―
―
古
い
も
の
と
新

し
い
も
の
の
綜
合
に
よ
つ
て
生

み
出
す
未
来
へ
の
希
望
の
姿
を

展
観
す
る
。

①
配
置
―
―
正
面
入
口
は

会
場
西
南
隅
に
設
け
、
こ

れ
よ
り
南
北
に
縦
貫
す
る

軸
を
求
め
軸
上
に
会
場
の

中
心
広
場
を
お
く
。
正
面

入
口
よ
り
自
然
に
軸
南
端

に
達
し
、
「
伸
び
ゆ
く
宮

輝

か
し
い
上
代
文
化

の
造
型

精
神

を
汲
み
取
り
、
こ

れ
を

基

盤
と
し
で
未
来

に
つ

な

が
る
新

し
い
ス

タ
イ
ル
を
作
り
特

徴
を

う
ち
出

す
こ
と
に
つ
と
め
て
い

る
。 つ

く
り

②
建
築
―
―
「
伸
び
ゆ
く

宮
崎
館
」
を
二
階
建
と
し

て
他
は
平
屋
建
と
す
る
。

崎
館
」
に
達
す
る
。

宮
崎
館
よ
り
は
会
場
を
一

望
の
う
ち
に
お
さ
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

広
場
に
は
一
大
人
工
池
を

設
け
中
の
島
に
本
博
の
主

旨
を
象
徴
し
た
百
尺
の
大

テ
ー
マ
ー
塔
及
び
子
供
の

国
を
設
け
る
。
こ
れ
を
中

心
に
各
館
、
野
外
ス
テ
ー

ジ
、
庭
園
、
電
源
ダ
ム
、

噴
水
、
等
を
配
置
し
本
博

の
趣
旨
を
展
開
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

④
色
彩
―
―
南
国
日
向
独

特
の
色
彩
を
求
め
て
選
定

し
、
テ
ー
マ
ー
カ
ラ
ー

（
黄
、
赤
、
茶
）
と
す
る
。

各
館
は
勿
論
会
場
の
施
設

に
は
出
来
る
限
り
こ
れ
を

使
用
し
、
本
博
の
特
徴
の

一
つ
と
な
つ
て
い
る
。

各
館
共
そ
の
特
色
を
明
示

し
た
斬
新
な
外
装
が
ほ
ど

こ
し
て
あ
る
。

③
造
園
―
―
熱
帯
植
物
を

移
植
し
建
物
、
電
源
ダ
ム
、

子
供
の
国
等
を
含
め
て
会

場
一
体
に
南
国
的
情
緒
が

た
だ
よ
つ
て
い
る
。

（
２
）
　
近
代
生
産
養
の

旭
化
成
出
品
　
　
（
ベ
ン
ベ
ル
グ
）

十
月
中
の
場
内
演
芸
プ
ロ
グ

ラ
ム

十
七
日
か
ら
二
十
六
日

〔
午
前
〕

日
向
物
語
り

（
十
時
―
十
一
時
）

空
手
術

（
十
一
時
三
十
分
―
十
二
時
）

〔
午
後
〕

日
向
物
語
り

（
一
時
三
十
分
―
三
時
）

二
代
目
天
勝

（
三
時
三
十
分
―
四
時
）

二
十
七
日
か
ら
二
十
八
日

〔
午
前
〕

日
向
物
語
り

（
十
時
―
十
一
時
）

空
手
術

（
十
一
時
三
十
分
―
十
二
時
）

〔
午
後
〕

コ
ロ
ン
ビ
ア
レ
コ
ー
ド

（
十
二
時
―
一
時
）

二
代
目
天
勝
と
楽
劇
団

（
一
時
―
二
時
）

二
十
九
日
か
ら
三
十
日

日
向
物
語
り

（
十
時
―
十
一
時
）

空
手
術

（
十
一
時
三
十
分
―
十
二
時
）

二
代
目
天
勝
と
楽
劇
団

（
十
二
時
―
一
時
）

空
手
術

（
一
時
―
一
時
三
十
分
）

日
向
物
語
り

（
一
時
三
十
分
―
三
時
）

二
代
目
天
勝
と
楽
劇
団

（
三
時
三
十
分
―
四
時
）

三
十
一
日

日
向
物
語
り

（
十
時
―
十
一
時
三
十
分
）

空
手
術

（
十
一
時
三
十
分
―
十
二
時
）

二
代
目
天
勝
と
楽
劇
団

（
十
二
時
―
一
時
）

日
向
日
日
デ
ー

（
一
時
―
二
時
）

二
代
目
天
勝
と
楽
劇
団

（
二
時
―
四
時
）

場
内
の
演
藝

（3）野外演芸場に於ける開会式

会　場　 電　話

代表５１９１番

昭和29年10 月15日

第１１９号

印　刷昭和29年10月14日
発行日昭和29年10 月15 日

毎 月二回（１日15日）発行

編集兼
発行人
発行所

進藤琢一

宮 崎 市 役 所

電話2.015番
定 価 １部５円

但増頁の場合も同額

宮　　　崎　　　市　　　報
昭和25年３月27日
第三種郵便物認可（昭和29年10月15日）

（119号）

(1)博覧会場正

門



と
ろ

ゝ
汁

材
料
　
と
ゝ
ろ
芋
七
十
匁
―

百
匁
昆
布
だ
し
五
合
、
卵

一
ヶ
、
青
の
り
少
々
、
塩
、

白
味
噌
大
さ
し
一
杯
、
酒

大
さ
じ
二
杯

作
り
方

１
　

五
合

の
水
の
中

に
十
五

糎
角
の
厚
板
昆
布
を
櫛
形

に
庖
丁
目
を
入
つ
て
砂
糖

を
落
し
、
し
ば
ら
く
つ
け

て
お
さ
、
そ
の
ま
ゝ
火
に

か
け
て
煮
立
つ
た
時
に
昆

布
を
出

し
ま
す

。

２
　

昆
布

だ
し
に
塩
大

さ
じ

一

杯
、
醤
油
小
さ

じ
二
杯
、

味
の
素

少
々
入

れ
て
味

を

つ
け
て

お
き
ま
す
。

３
　
と
ろ
ゝ
芋
は
皮
を
む
き

し
め
ら
せ
た
布
巾
で
握
る

所
を

巻
き
卸

金
で
廻
し
ず

り
を
し
ま
す
。

４
　

す

り
芋

を
当
り
銃
に
移

し
て
よ
く
摺
り
、
卵
の
黄

身

を
加
へ
て
更

に
す
り
込

み
、
酒
大
さ
じ
二
杯
と
味

の
素
少
々
を
加
へ
、
終
り

に
白
味
噌
を
入
れ
て
す
り

こ
み
ま
す
。

５
　

食
前
に
煮

立
て
た
昆
布

だ
し
に
金
杓
子
で
一
杯
ず

つ
と
ろ
ゝ
い
も
を
少
か
に

入

れ
て
五
分

間

位

煮

込

奥

樣

メ

モ

消
費
者

が
主
要
食
糧

小
売
店

を
変
更
出
来
る
期
日
は
年
二
回

で
あ
り
ま
す
が
十
一
月
が
変
更

受
付
期
間
に
な
つ
て
居
り
ま
す

か
ら
登
録
を
変
更
し

た
い
方
は

十
一
月
一
目
よ
り
同
十
五
日
ま

で
の
間
に
市
役
所
商
工
観
光
課

又
は
支
所
に
主
要
食
糧
特
入
通

帳
と
印
鑑
を
持
つ
て
登
録
変
更

届
（
届
用
紙
は
商
工
観
光
課
及

び
支
所
に
備
付
け
て
あ
る
）
を

提
出
し
て
下
さ
い
。
こ
の
場
合

そ
の
世
帯
以

外
の
者
の
代

理
人

に
よ
る
変
更
届
出

は
委
任
状

が

あ
つ
て
も
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

消
費
者
の
主
要
食

糧
小
賣
店
登
録
變

更
に
つ
い
て

認
め
ら
れ
た
瑞
豊
系
統
も
出
穂

せ
な
い
も
の
又
出
穂
し
て
も
充

実
せ
な
い
の
も
相
当
あ
り
、
時

日
の
経
過
と
共
に
益
々
不
良
と

な
り
、
此
の
分
で
は
七
○
％
以

上
の
減
収
は
最
早
確
定
的
と
見

ら
れ
る
に
至
り
関
係
者
は
是
が

対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。

稻
作
全
般
の
総
合
調
査

7
0
％
以
上
の
減
收

南
北
八
里
に
亘
る
海
岸
線
を

有
す
る
宮
崎
市
の
水
稲
は
数
回

に
亘
る
台
風
に
見
舞
わ
れ
相
当

の
減
収
が
見

込
ま

れ

て

い

た

が
、
市
に
於
て
は
農
業
委
員
会

と
合
同
で
市
の
全
般
の
綜
合
調

査
を
行
つ
た
が
、
其
の
結
果
収

穫
皆
無
面
積

は
実

に
六
百
八

拾

余
収
に
達
し
た
。

更
に
相
当
の
収
穫
が
見
込
ま

れ
で
い
た
早
生
種
に
於
て
も
平

年
は
籾
四
斗
入
一
俵
で
拾
弍
貫

以
上
あ
つ
た
も
の
が
、
本
年
は

一
部
収
穫
の
結
果
か
ら
見
て
五

年
以

上
の
籾
を
入

れ
な
け

れ
ば

拾
弍
貫
に
達
せ
な
い
有
様
で
あ

る
。
又
比
較
的
被
害
の
少
い
と

イ
　
中

、
高
等
学
校
生
徒

大
人
三

割
引

一
〇
五
円
○
○

ロ
　
小
学
校
児
童

小
人
三
割
引

五

六
円

○
○

ハ
　
教
職
員
は
四
十
人
に

つ

き
一
人
を
引
率
者

と
し
て

無

料

と

す

る
。

宮
崎
博
の
入
場
料
金
は
次
の

彩
り
で
す
。

一
　

当
日
売
入
場

料

大
　
人
　
　

一
五
○
円

小
　
人
　
　
　

八
〇
円

（
六
才
以

上
十

二
才
未
満
）

二
　

前
売
入

場
料

大
　
人
　
　

一
三
〇
円

三
　
当
日
売
団
体
入
場
料

１
　

三
十
人
以
上
　

五
分
引

一
四
二
円
五
Ｏ

２
　

百
人
以
上
　
　

一
割
引

一
三
五
円
Ｏ
Ｏ

３
　

二
百
人
以

上
　

二
割
引

一
二
〇
円
０
０

４
　

教
職
員

の
引
率
す
る
五

十
人
以

上
高
、
中

、
小
学
生

徒
の
割
引
は
左
の
通
り
と
す

る
。 入

場

料

金

す
。ど
う
ぞ
市
民

の
皆
様
も

ぜ
ひ

御
観
覧
下
さ
れ
産
業
の
振
展
に

資
し
て
い
た
ゞ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

い
昼
夜
兼
行
の
決
死
的
作
業
続

行
に
加
え
て
通
産
省
御
当
局
の

御
指
導
関
係
各
方
面
の
絶
大
な

る
御
協
力
を
得
ま
し
て
兎
に
角

に
も
開
会
に
ま
で
漕
ぎ
付
け
て

頂
い
た
事
は
私
の
衷
心
よ
り
感

謝
申
上
げ
る
所
で
あ
り
ま
す
。

幸
い
予
定
通
り
十
五
日
の
開

場
と
共
に
全
館
と
も
内
容
も
充

実
し
非
常
な
好
評
を
拍
し
連
日

秋
晴
れ
の
好
天
続
き
に
県
内
外

か
ら
の
参
加
者
は
日
を
追
う
て

増
加
し
盛
会
を
極
め
て
居
り
ま

已
む
な

く
荏
苒
日
を
空
し
く
し

愈
々
会
期
切
迫

し
て

各
館
の

建

築
一
通
り
完
成
を
見
ま
す
と
言

外

に
も
御
承
知
の
如

く
両
三
回

の
猛
台
風
襲
来
し
て
幾
度
び
か

挫
折
し
巷
間
早
や
く
も
本
博
覧

会
に
対
し
悲
観
説
さ
え
流
布
さ

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
併

し
乍

ら
天
未
だ
私
共
を
見
捨
て
給
は

ず
県
市

並
に
商
工

会
議

所
の
担

当
職
員
各
位
の
洵
に
涙
ぐ
ま
し

は
本
県
々
勢
の
興
隆
を
企
図

し
、
大
に
し
て
は
国
運
の
発
展

に
寄
与
貢
献
し
、
延
い
て
は
世

界
恒
久
平
和
の
招
来
を
切
望
す

る
所
以
の
も
の
で
あ
り
ま
す
当

初
本
計
画
を
立
案
し
て
以
来
既

に
二
ヶ
年
の
日
時
を
閲
み
し
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、
幸
に
し
て

全
国
各
地
か
ら
の
熱
烈
な
る
出

品
　
　
み
に
接
し
て
大
い
に
意

を
強
く
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

斯
し
て
事
業
の
具
体
化
を

推
し
進
め
今
春
整
地
に
着
手
し

よ
う
と
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
あ

の
長
期
の
降
雨
に
見
舞
わ
れ
て

本
博
覧
会
開
催
の
趣
旨
は
、

新
聞
其
の
他
各
種
の
印
刷
物
を

通
じ
て
既
に
汎
く
天
下
に
宣
明

し
た
処
で
あ
り
改
め
て
繰
り
返

す
必
要
も
な
い
の
で
あ
り
ま
す

が
、
今
之
を
一
言
に
要
約
し
ま

す
れ
ば
、
我
が
国
運
の
進
展
に

最
も
重
要
な
る
役
割
を
も
つ
産

業
と
観
光
を
介
し
て
小
に
し
て

宮
崎
博
会
長
荒
川
岩
吉

会
長
の
あ
い
さ
つ

シ
ジ
ミ
の
採
捕
止
区
域
設
定

御
協
力
下

さ
い

を
加
え
て
お
き
ま
す
。

２
　
錦
に
水
を
い
れ
て
煮
た

て
。
す
り
芋
を
梅
干
く
ら

い
の
大
き
さ
に
丸
め
て
落

し
、
別
に
ゆ
で
て
お
い
た

里
い
も
加
え
て
好
み
に
味

噌
を
入
れ
て
味
を
つ
け
ま

す
。

３
　
ひ
と
煮
た
ち
し
ま
し
た

ら
長
ね
ぎ
を
四
糎
く
ら
い

の
せ
ん
ぎ
り
に
し
て
放
し

火
を
消
し
て
お
わ
ん
に
つ

け
ま
す
。

み
、
椀
に
汁
と
共

に
と
つ

て
青
の
り
を
そ
へ
て
共
し

ま
す
。

い
わ
し
の
だ
ん
ご
汁

材
料
　

（
五
人

前
）

い
わ
し

百
匁
、

里
い
も

、

長
ね

ぎ
。
生
姜
少
々
、
味
噌

作
り
方

１
　
い
わ
し
は
頭
、
骨
、
腸

を
と
つ
て
き
れ
い
に
水
洗

い
し
。
庖
丁

で
細

く
叩
い

て
か
ら
、
す
り
鉢

に
入

れ

て
す
り
身

に
し
味
噌
大

さ

じ
一
杯
と
生
姜
の
絞

り
汁

従
来
シ
ジ
ミ
の
年
産
額
は
約

七

、
八
百
石
で
此
の
価
額

は
実

に
四
百
万
円
を
下
ら
な
い
盛
況

で
あ
り
ま
し
た
が
、
さ
い
き
ん

シ
ジ
ミ
採
捕
者
の
数
は
著
し
く

増
加
し
濫
獲
の
た
め
全
滅
の
危

機
に
頻
し
て
い
ま
す
の
で
組
合

は
之
が
対
策
と
し
て
取
り
敢
え

ず
新
別

府
川
吐
出

し
の
対
岸

網

小
屋
の
下

標
柱
か
ら
北
方
二
百

米
突
（
標
柱
ま
で
）
入
江

東
岸

か
ら

水
面
巾

五
〇
米
突
を

シ
ジ

ミ
種
圃
と
し
で
採
捕

禁
止
区

域

を
設

定
し
既

に
九
月
九
日

シ
ジ

ミ
種
苗

を
放
流
致

し
ま
し
た

か

ら
組

合
員

各
位

に
於
か
れ
ま
し

て
も
此
際
同
禁
止
区
域
の
保
護

に
一
段

の
御

協
力

を
御
願

い
致

し

ま
す
。

や
す
い
新
民
謡
と
あ
つ
て
、
会

場
は
超
満
員
、
武
蔵
野
音
楽
学

校
出

身

の
坂

本
京

子
さ

ん

（

江

平

保

育

園

勤

務

）
歌

唱

指

導

で

歌
い
ま
く
つ
た
あ
と
藤
間
、
花

柳
両

社

中

合

作

の
振

付

発

表

が

あ
つ
て
観
客
は
″
い
も
が
ら
ぼ

く
と
″
の
素
朴
な
歌
に
す
つ
か

り
引
つ
け
ら
れ
て
し
ま
つ
た
感

じ
、
引
続
き
第
二
部
で
博
覧
会

シ
ョ
ー
に
う
つ
り
宮
崎
音
頭
、

日
向
小
唄
を
は
じ
め
高
田
せ
い

子
舞
踊
研
究
所
宮
崎
支
部
、
益

田

純

氏

一
行

の

バ

レ

ー

「

エ

ス

パ
ニ
ア
カ
ー
ニ
ー
」
、
「
バ
ラ

の

騎

手

」
な

ど

が

く

り
展

げ
ら

れ
盛
会
裡
に
九
時
閉
会
し
た
。

（
写
真
は
い
も
が
ら

ぼ

く
と

の
踊

り
）

市
制

三
十
周
年
記
念

日
向
新

民
謡

「
い
も
が
ら
ぼ
く
と
」

の

発
表
会
は
十
四

日
午
後

六
時
半

か
ら
県
公
会
堂
で
宮
崎
博
の
前

夜
祭

を
も
か
ね
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。

一

、腰
の
痛
さ
よ
山
畑
開
き

春
は
霞
の
目
の
永
さ

焼
酎
五
合
の
寝
酒
の
酌
に

お
れ
も
嫁
女
が
欲
し
ゆ
な

っ

た
ヤ
レ

（
ハ
ヤ
シ
）

貰
た
も
ろ
た
よ

い
も
が
ら
ぼ
く
と

日
向
か
ぼ
ち
や
の
よ
か
嫁
女

ジ
ャ
ガ
ジ
ヤ
ガ
マ
コ
チ
、

エ
レ
コ
ツ
チ
ヤ

の
日
向
弁
ま
る
だ

し
の
親

し
み

発
表
会
は
超
滿
員

新
民
謠
い
も
が
ら
ぼ
く
と

①
　
町
に
は
ス
リ
が
沢
山
い
ま
す
か
ら
買
物
籠
や
手

提
又
は
ズ
ボ
ン
の
ポ
ケ
ツ
ト
等
に
は
金
や
貴
重

品
は
絶
対
に
入
れ
て
お
か
ぬ
こ
と
。

②
　
バ
ス
や
汽
車
の
乗
り
降
り
改
札
口
、
待
合
所
に

は
ス
リ
が
待
ち
構
え
て
い
ま
す
か
ら
お
金
や
貴

重
品
に
は
十
分
気
を
つ
け
る
こ
と
。

③
　
自
転
車
に
は
必
ら
ず
錠
を
か
け
る
こ
と
。
自
転

車
預
り
所
が
あ
れ
ば
必
ず
預
け
る
こ
と
。
又
時

々
出
て
確
め
る
こ
と
。

④
　
不
良
街
頭
靴
磨
き
に
は
手
を
出
さ
ぬ
こ
と
。
靴

を
脱
が
し
て
磨
く
の
は
不
良
と
み
て
よ
い
又
前

以
て
料
金
を
聞
く
こ
と
。

⑤
　
囲
碁
、
将
棋
等
街
頭
遊
技
其
の
他
物
品
販
売
等

に
は
充
分
注
意
し
詐
欺
等
の
犯
罪
に
か
か
ら
な

い
こ
と
。

⑥
　
家
を
出
る
時
は
必
ず
留
守
番
を
お
く
こ
と
。

⑦
　
施
錠
は
完
全
な
も
の
を
用
い
る
こ
と
。

⑧
　
不
良
に
引
掛
つ
た
ら
後
難
を
恐
れ
ず
直
ぐ
届
け

る
こ
と
。

⑨
　
大
金
は
家
に
お
か
ぬ
こ
と
。

⑩
　
幼
児
に
は
必
ず
迷
子
札
を
つ
け
る
こ
と
。

宮
　
崎
　
警
　
察
　
署

防

犯

心

得

(写眞説明)

（上）観光館の岩戸神楽

（下）貿易観光館のヂオラ

マ
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